
平成22年5月12日 

平成22年3月期 決算概要 

株式会社トクヤマ 

１．連結範囲 

項  目 22年3月期 21年3月期 増 減 備 考 

連結子会社数 ４９ ４６ ＋３ 

増：TOKUYAMA MALAYSIA SDN.BHD. 

    理研フィガロ㈱ 

  岩本建材工業㈱ 

  周南バルクターミナル㈱ 

減：㈱アットウィル 

持分法適用会社数  ９ １１ △２ 

増：DAIPLA SYSTEC(THAILAND)CO.,LTD 

減：理研フィガロ㈱ 

菱光徳山生コンクリート㈱ 

㈱エス・ケイ・テック 

 

２．決算概要（連結）                                                   （単位：億円） 

 22年3月期 21年3月期 増 減 

売上高 2,731 3,009 △278 

営業利益 164     227 △ 62 

経常利益 153 203 △ 50 

当期純利益 74 △ 55 ＋130 

1株当たり当期純利益 23 円 52 銭 △20 円 42 銭 ＋43 円 94 銭 

設備投資額 265 525 △259 

減価償却費 376 229 ＋147 

研究開発費 118       118 △  0 

金融収支 △11 △ 6 △  4 

 

 22年3月期末 21年3月期末 増 減 

有利子負債 1,000 959 ＋ 41 

従業員数(人) 5,444 5,295 ＋149 

 

３．セグメント別売上高・営業利益実績（前期比） 

          （単位：億円） 

                                

 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 ％ 営業利益 ％

化学品  936 61 1,126 12 △190 △17 48 +389

　トクヤマ 730 54 866 10 △136 - 44 -
　Ｇｒ．会社（連結修正含む） 206 6 260 2 △53 - 4 -

特殊品  1,063 144 1,028 263 34 ＋3 △118 △45

　トクヤマ 803 126 759 254 44 - △127 -
　Ｇｒ．会社（連結修正含む） 259 18 269 8 △9 - 9 -

セメント建材その他 731 0 854 △ 5 △122 △14 5 －

　トクヤマ 344 8 400 1 △55 - 6 -
　Ｇｒ．会社（連結修正含む） 386 △ 7 454 △ 7 △67 - △ 0 -

計 2,731 206 3,009 270 △278 － △64 －

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間消去・全社費用 - △41 - △43 - - 1 -
連結決算 2,731 164 3,009 227 △278 △9 △62 △28

22年3月期 21年3月期 増    減

                     概



                     概 2 

○ 化学品セグメントは、原燃料コストの減少により増益となりました。 

○ 特殊品セグメントは、多結晶シリコンの販売価格下落、及び減価償却費の増加により減益となり

ました。 

○ セメント建材その他セグメントは、原燃料コストの減少により利益は確保しました。 
 

４．セグメント別売上高・営業利益予想 

  （１）セグメント別売上高・営業利益（通期予想） 

                                 （単位：億円） 

  23 年 3 月期予想 22 年 3 月期実績 増 減 

 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

化学品 790 20 725 30 +64 ▲10

特殊品 930 145 886 142 +43 +2

セメント 635 5 646 15 ▲11 ▲10

機能部材 450 20 420 16 +29 +3

その他 410 25 363 27 +46 ▲2

計 3,215 215 3,042 232 +172 ▲17
セグメント間消去・ 

全社費用 ▲355 ▲75 ▲310 ▲67 ▲44 ▲7

連結決算 2,860 140 2,731 164 +128 ▲24

   ２３年３月期より、「化学品」、「特殊品」、「セメント」、「機能部材」、「その他」の５セグメントに変更い

たします。 

 

（２）業績予想の前提 

  23年3月期 21/10－22/3 21/4-9 

国産ナフサ価格（円／KL） 51,000 45,100 37,250 

為 替（円／＄）   95 90 95 

主にエチレン･プロピレン、石炭等の原燃料コストの増加を織込んでいます。その他、一部製品の販売

数量の減少を織込んだこと等により減益を予想しています。 

○ 化学品セグメントには、エチレン・プロピレン、石炭等の原燃料コストの増加を織込んでいます。 

○ 特殊品セグメントには、多結晶シリコンの販売価格下落を織込んでいます。その他の製品につきまし

ては、概ね販売数量増や販売価格上昇による収益の改善を織込んでいます。 

○ セメントセグメントには、石炭等の原燃料コストの増加と販売数量の減少、及び合理化効果の一部を

織込んでいます。引続き、コスト削減に注力します。 

○ 機能部材セグメントは、グループ経営の強化により厳しい事業環境に対応します。 

○ その他セグメントはコスト削減努力を継続することにより、グループ全体の収益向上に努めます。 
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1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 273,154 △9.3 16,483 △27.5 15,355 △24.6 7,458 ―

21年3月期 300,999 △2.1 22,738 △35.6 20,359 △33.0 △5,597 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 23.52 ― 3.5 3.6 6.0
21年3月期 △20.42 ― △2.9 5.2 7.6

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  826百万円 21年3月期  123百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 452,893 243,606 52.4 682.03
21年3月期 403,613 189,757 45.5 669.80

（参考） 自己資本   22年3月期  237,338百万円 21年3月期  183,539百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 29,380 △36,468 46,990 95,945
21年3月期 42,480 △56,506 29,246 55,365

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 1,644 ― 0.9
22年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 2,087 25.5 0.9

23年3月期 
（予想）

― 3.00 ― 3.00 6.00 25.4

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

136,500 4.4 6,000 △28.3 5,500 △21.6 3,000 △29.7 9.46

通期 286,000 4.7 14,000 △15.1 13,000 △15.3 7,500 0.6 23.65

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注）詳細は、18ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については26ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 349,671,876株 21年3月期 275,671,876株

② 期末自己株式数 22年3月期  1,685,474株 21年3月期  1,650,227株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年3月期の個別業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 187,911 △7.3 14,805 △33.7 12,745 △36.0 5,510 ―

21年3月期 202,642 △1.7 22,327 △21.8 19,914 △24.8 △5,792 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期 17.38 ―

21年3月期 △21.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 391,693 220,145 56.2 632.63
21年3月期 348,693 168,574 48.3 615.19

（参考） 自己資本 22年3月期  220,145百万円 21年3月期  168,574百万円

2.  23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる場合があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

91,500 1.8 4,500 △43.7 4,000 △28.7 2,500 △20.9 7.88

通期 192,000 2.2 11,000 △25.7 10,000 △21.5 6,000 8.9 18.92

－2－
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